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【はじめに】 
近年⽇本ではヤングケアラー問題が注⽬されて

いるが、その実態はつかみづらく、対策を⾏うのも
難しい。その存在は⼋王⼦市にもいることがリサ
ーチをしていく中でわかった。そこで、学⽣や⾏政
をはじめとしたアクター間で協⼒し、ブランドメ
ッセージである「あなたのみちを、あるけるまち。
⼋王⼦」を実現していける提案を⾏う。 
 
【現状・問題分析】 

ヤングケアラーの定義は定まっていないのが現
状であるが、豊島区は、ヤングケアラーを「本来な
ら⼤⼈が担うと想定されている家事や家族のお世
話などを⽇常的におこなっていることにより、⼦
ども⾃⾝がやりたいことができないなど、⼦ども
⾃⾝の権利が守られていないと思われる⼦ども」
と定義している。 

また、ヤングケアラー問題は複合的かつ表⾯化
しづらいため、本⼈が⾏なっている家事や兄弟の
世話などは、周囲の⼈に「お⼿伝い」と認識され、
当事者も“当たり前”と捉えてしまうことが多い。
つまり、⼦どもの⾏き過ぎた「お⼿伝い」を⾒逃し
てしまうため、⼦どもたちに必要以上の負荷がか
かっている。その結果、次第に学校に遅刻・⽋席せ
ざるを得なくなるケースも少なくない。 

表 1 は厚⽣労働省と⽂部科学省が連携して⾏っ
た「ヤングケアラーの実態に関する調査研究」
(2020)の調査結果の⼀部であり、世話をしている
家族の有無を聞いたものである。 

 
表 1 世話をしている家族の有無 

  
 
この表からわかるように、公⽴中学 2 年⽣の 5.7％
（約 17 ⼈に 1 ⼈）、公⽴の全⽇制⾼校 2 年⽣の 
4.1％（約 24 ⼈に 1 ⼈）が「世話をしている家族
がいる」と回答。1 学級につき 1〜2 ⼈のヤング
ケアラーが存在している可能性があることが分か
った。 

また、⼋王⼦市⼦ども家庭⽀援センターでヤン
グケアラーについて伺ったところ、昨年把握して
いる数は 23 名であることがわかった。しかし、そ
の 23 名は、“ネグレクト”という視点のみからヤン
グケアラーだと思われる⼦どもとして把握した結
果であり、実態をつかめてはいない。 



【提案】 
私たちは「⼦どもたちに寄り添い、⾃⼰実現でき

る社会の創造」をビジョンに掲げている。ビジョン
を達成するためのキーポイントは、ヤングケアラ
ーの「早期発⾒」、ヤングケアラーを⾒守れる体制
づくり、そして信頼関係の構築である。このポイン
トを踏まえ、私たちは以下 5点を提案する。 
1． ヤングケアラーの実態調査の実施 

前述したように、⼋王⼦市内のヤングケアラー
の実態は掴めていない。よって、早急に実態調査を
⾏うべきである。内容は令和３年度に実施された
国の調査を参考にし、市内の⼩・中学校に在住して
いる⽣徒と⾼校⽣年齢の⽅を対象にアンケート調
査を⾏う。これを実施することで問題の把握や適
切な⽀援策の検討、さらにヤングケアラーの認知
度向上に効果がある。 
2．⼩・中学校教職員のヤングケアラーに関する研
修会の実施 

⽬的としては、ヤングケアラーとは何か、教員と
してヤングケアラーと思われる⼦どもをどう⾒つ
け、サポートしていくべきかを知ってもらうこと
である。学校は⼦どもの現状をいち早く察知でき
る場所である。だからこそ、ヤングケアラーの早期
発⾒のためには、教員⾃⾝がヤングケアラーに関
して深く理解することが重要である。 
3．⾏政内に相談先の設置 

現在⼋王⼦市にはヤングケアラー専⾨の相談先
がない。よって、個別的に対応できるように、⾏政
内に専⾨の部署を設置する必要があると考える。
この部署を介して、個⼈はもちろん、特に教員や学
校がいち早く相談できる開かれたシステムを構築
していきたい。 
4．ヤングケアラー同⼠が繋がれるプラットフォー
ムの創造 

ヤングケアラー同⼠で話せる環境を対⾯やオン
ラインで設置し、お互いの状況や⼼境などを打ち
明けられる場を設ける。ヤングケアラーの⼦ども
たちは、友達や教員にいじめや軽蔑の⽬で⾒られ
ることを恐れ、⾃分の家庭環境や苦しみを⾃ら⾔
えないケースがほとんどである。そのため、家でも

学校でもない第三の居場所を創り、悩みを共有で
きる場を提供するべきであると考える。 
5．⼤学⽣による放課後スクールのボランティア 

⼋王⼦市の特⻑である“学園都市”をいかし、教
育学部をはじめとする市内の⼤学⽣を集め、放課
後や休⽇に苦⼿科⽬や学習進度が遅れてしまって
いる⼦どものサポートを⾏う。さらに、触れ合う中
で信頼関係が構築されることにより、⼦どもたち
が家庭環境や苦しみを学⽣に打ち明けやすい環境
を創ることを⽬指す。 
 
【おわりに】 

以上 5 点の提案を踏まえて、「早期発⾒」、また
ヤングケアラーの⼦どもたちが⾏っている家事や
介護を“取り除く”のではなく、その⼦たちが“何を
求めているのか”をいち早く察知し、同じ⽬線に⽴
ち、そしてその⼦にあった⽅法でサポートを⾏う
ことが何よりも重要である。 

この取り組みを⾏うことで、つく・えらプロジェ
クトにて、まさに⼦どもたちから⾼い⽀持率を獲
得し、採⽤されたブランドメッセージ「あなたのみ
ちを、あるけるまち。⼋王⼦」の実現に真の意味で
近づくことができると考える。 
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